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1. 私の⽴ち位置

1. やんばる（沖縄本島北部）出⾝／現在も名護市に住む
辺野古・⼤浦湾 ⇨ 新たな⽶軍基地の建設
やんばるの森／世界⾃然遺産⇨北部訓練場、軍事訓練、返還地
当事者

2. NGOsのメンバー
ジュゴン保護キャンペーンセンター
Okinawa Environmental Justice Project

3. ⽂化／応⽤⼈類学が専⾨
問題を解決するために⼈類学の考え⽅や⼿法を使う
「⽂化」の概念: 国際機関、専⾨家、⾏政、市⺠社会
包括的視点︓関係性を⾒る学問 (平和、⼈権、環境）
⼿法︓参与観察と聞き取り（集会、政府交渉、国際会議）

環境リアリズム vs. 国際政治のリアリズム Asia Times



2. 沖縄の⽶軍基地問題とは︖

Asia Times

©沖縄タイムス

基地の集中 (戦争の負の遺産）
・0.6%と70%という数字

中南部︓既存の⽶軍基地
航空機騒⾳、⼟壌・⽔汚染、事故
の危険性等による⽣活環境への影
響と破壊. 事件・事故・犯罪
北部: 新たな基地建設や軍事訓練
による⾃然環境の破壊.
事件・事故・犯罪

・⽂化的ヘゲモニー
基地集中はしょうがない
政治/国際関係のリアリズム
(安保、地位協定、脅威論）
基地問題を直視しなくなる.

・なかなか、なかなか解決しない



沖縄の⽶軍基地と環境: 中南部

Asia Times
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沖縄の⽶軍基地と環境: 北部 辺野古・⼤浦湾

Asia Times
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沖縄の⽶軍基地と環境︓北部 やんばるの森/世界⾃然遺産

Asia Times

©環境省

©宮城秋乃

©環境省

©⻄⽇本新聞



沖縄/国内における基地問題解決に向けた取り組み
集会、座り込み、選挙、県⺠投票、政府要請／交渉

Asia Times

©SDCC

©T. Higashionna

©朝⽇新聞
論点︓
反戦平和, ⺠主義／⺠意, 
基地負担の軽減,「構造的差別」

なかなか解決しない



沖縄/国内における基地問題解決に向けた取り組み
裁判、環境アセス、市⺠調査、祈り

Asia Times

論点︓
法の遵守、⾃治、環境保護、
命どぅ宝.
なかなか解決しない



国際社会における基地問題解決に向けた取り組み
国際市⺠社会グループとの連帯
国連での訴え

Asia Times

論点:
反戦平和, 基地負担の軽減, 
⼈権（⼥性、先住⺠族、環境),
⾃治, 正義.
なかなか解決しない



3. なぜ基地問題の国際化なのか︖ 環境化（環境の視点）なのか︖

⽬指しているもの︓1. 辺野古新基地建設の中⽌
2. やんばるの森を「真の世界遺産へ」

軍事訓練の中⽌,「返還地」の⽶軍廃棄物
の除去, 北部訓練場の返還

国際化とは︓国際機関や制度を使い問題を訴え、⽇⽶政府を動かす.

環境化とは︓⽶軍基地による環境への影響や軟弱地盤の問題を焦点
化し⽇⽶政府を動かす.（環境、平和、⼈権の関係）

活動: 調査、報告書／要請⽂作成
賛同者への呼びかけ
要請、ロビーイング
論⽂
メールを書く

Connect the Green Dots to Protect Okinawaʼs EnvironmentAsia Times



3. なぜ基地問題の国際化なのか︖ 環境化（環境の視点）なのか︖

理由1. 国内の機関／制度を使うことの限界

⺠主主義の仕組みが機能しない (選挙、県⺠投票、etc.）
⺠主主義が逆⼿に取られる
新基地建設にOKしてきたのは前知事や市⻑たち

国内法が機能しない（科学的検証 vs. 政治判断）
環境影響評価法、公有⽔⾯埋め⽴て法

縦割り⾏政︓環境省は関わらない／関われない

「⽇⽶安保・同盟」「地位協定」に縛られている

⽂化的ヘゲモニー︓しょうがない

Asia Times



3. なぜ基地問題の国際化なのか︖ 環境化（環境の視点）なのか︖
理由2. 豊かな⾃然環境の存在と⽶軍基地

辺野古・⼤浦湾 ホープスポット認定（2019年)
絶滅危惧種263種を含む5,300種以上の海洋⽣物が20km
2に⽣息 （ハワイは171万km2に7,000種）

軟弱地盤の存在
建設は可能なのか 地盤改良⼯事の影響︖

やんばるの森 ユネスコ世界⾃然遺産 (2021年）

⽇⽶政府と市⺠社会の共通認識「環境は保護されるべき」
⽇本政府は「環境に影響はない」として新基地建設を強⾏
市⺠社会は「環境に影響がある」として中⽌を要求

軍事訓練は世界遺産区域の⽣物に影響はないのか︖

環境の問題は避けられない︕︕︕ Asia Times



3. なぜ基地問題の国際化なのか︖ 環境化（環境の視点）なのか︖
理由3. 環境保護のための国際機関や組織が存在

国際⾃然保護連合（IUCN)
環境保護の世界最⼤の組織、国連の諮問機関

(専⾨家／科学者、国際機関、国／政府組織、NGOs)

⽶国の司法制度（ジュゴン訴訟 2003~2020）
国家歴史保存法、絶滅危惧種保護法

ユネスコ世界遺産条約

Asia Times



3. なぜ基地問題の国際化なのか︖ 環境化（環境の視点）なのか︖
理由4. 国際的機関、制度、そして市⺠社会が持つ「⽂化」

科学性の重視

規範や倫理

透明性、Accountability

機関や制度のインタグリティーを守る

国際機関は基本的に政府の情報を重要視する

政治問題への対応︓国際機関は消極的、市⺠社会は積極的

市⺠社会の⾃由度とネットワークの重要性

理由5. ⽇本政府は国際的声に弱い!︖

Asia Times



4.  ⽶国司法︓辺野古新基地建設と「ジュゴン訴訟」（2003~2020)

Asia Times

沖縄の住⺠、⽇⽶環境NGO 
vs. ⽶国国防総省

国防総省は基地によるジュゴンへ
の影響を避ける義務がある.

⽶国家歴史保存法が海外の案件か
つ動物に関わる案件で初めて適⽤
された訴訟.

2008年、連邦地裁は国防総省に基
地建設によるジュゴンへの影響の
予測評価の調査実施を命令

他の⽶国政府機関も対応
国家歴史保存諮問委員会
海洋哺乳類委員会

©Asia Times



4. ⽶国司法︓辺野古新基地建設と「ジュゴン訴訟」（2003~2020) 

Asia Times

国防総省の専⾨家が、⽇本政府の
環境アセスの問題を指摘.

国防総省の専⾨家の指摘を踏まえ
て、市⺠社会、国会議員らが再検
証を⽇本政府による追求.

2020年5⽉、連邦控訴裁判所は、
国防総省の「ジュゴンに影響な
し」とする結論を認め結審

与えられた状況で可能な限り
の対応を⾏なった.

ジュゴン訴訟は「国家歴史保存
法」で沖縄の⽶軍基地問題が争え
る前例を作った.

©A. Mitsuishi



4. IUCN: 辺野古新基地建設関連の取り組み (2000~現在）

Asia Times

IUCN勧告／決議の採択 (2000, 
2004, 2008, 2016)

ジュゴン保護と環境アセスの実施
侵略的外来種侵⼊の阻⽌
（やんばるの森の世界遺産登録）

IUCNレッドリストへの記載 (2019) 
南⻄諸島のジュゴンをCritically 
Endangered（近絶滅）と評価
辺野古の埋め⽴てによる海草藻場の
消失に⾔及

⽟城デニー知事の設計変更「不承認」
においてIUCNレッドリストの評価が
重要な科学的根拠になる.

©SDCC



4. IUCN: 辺野古新基地建設関連の取り組み (2000~現在）

Asia Times

IUCN/SSGがジュゴンの「調査計
画」を作成し、⽇本政府、沖縄県に
提案.（2019)

「調査計画」を作成するワーク
ショップは⽶国海洋哺乳類委員会
の財政⽀援で開催

IUCN/SSGから沖縄県に対して、環
境監視等委員らが執筆したジュゴン
絶滅論⽂の「主張は全く信頼に値し
ない」という⾒解が沖縄県に送られ
ている.(2021年5⽉）

SSG=Sirenian Specialist Group
海⽜⽬専⾨家グループ

©MMC



4. IUCN︓やんばるの森世界遺産登録、北部訓練場、返還地

Asia Times

環境省は2017年の推薦書で北部訓練
場には殆ど触れなかった.

市⺠社会から、北部訓練場の問題へ
の⾔及と⽶政府の公式な協⼒が必要
とIUCNに提起

ジュゴン訴訟で⼊⼿した⽶軍の資
料を提出
世界遺産会議で⽶国NGOがロビー
イング（2017)

2018年5⽉、IUCNは⽇本政府に世界
⾃然遺産登録の「登録延期」を勧告. 
北部訓練場の問題にも⾔及.

2018年6⽉、⽇本政府は登録申請を
取り下げた. 



4. IUCN︓やんばるの森世界遺産登録、北部訓練場、返還地

Asia Times

環境省は2019年の推薦書では北部訓
練場について記載.

世界遺産登録に向けての⽇⽶政府
の合意書を掲載.

⽇⽶合同委員会環境分科会を北部
訓練場と世界遺産の問題を扱う機
関とし正式に位置づける.
⽶軍の資料を記載.

2019年に市⺠社会から軍事訓練の影
響や⽶軍廃棄物の問題と解決策を提
案した⽂書をIUCNに提出.

問題を抱えたまま2021年7⽉ユネス
コ世界⾃然遺産に登録.

世界遺産条約や運⽤指針を使った基
地問題の解決の可能性



5. 問題解決にはまだ遠いが、学んできたこと

1. 辺野古・⼤浦湾ややんばるの森の⾃然環境の価値は国際的に認め
られおり、IUCNやユネスコ世界遺産センターのような国際機関は
勿論、⽇⽶政府も環境と⽶軍基地の問題を無視できない.

2. ⼀⽅、⽇⽶政府（⾏政）は⽶軍基地の問題が国際的にまたは⽶国
内で表⾯化することを抑えようと動いている.（⽇本政府の「環境
に影響なし」の報告書. ⽶軍の報告書の作成や開⽰の遅れ). (⽟城
知事の不承認の情報が県ワシントン事務所のHPにないのはどう理
解するばよいか）

3. 市⺠社会が、国際機関や制度そして⽶国の機関や制度を使い、科
学的根拠をもって問題をタイミングよく提起できるか、それを政
治判断につなげられるかが鍵.

4. ⽶軍基地の問題だからこそ⽶国の制度が使えるということ、そし
て⽶国の市⺠社会が関わってくれることを理解し、今後の取り組
みを展開していくことが必要.

Asia Times



5. 今、取り組んでいること

1) 世界⾃然遺産やんばるの森と北部訓練場「返還地」の問題

ドイツに拠点を置くWorld Heritage Watch(NGO)と協⼒しユネ
スコ世界遺産センターとIUCNへ情報を提供し、⽇⽶政府（特に
⽶国内務省や連邦議会）に働きかける.

北部訓練場の世界遺産への影響を⽇本政府に調査させる.
⽇⽶合同委員会環境分科会が機能しているかを追求.
世界遺産の隣で訓練が⾏われていることに対する⽶国政府の
⾒解を引き出す.

Asia Times©WHW



5. 今取り組んでいること

2)  辺野古・⼤浦湾における新基地建設の問題について

⽶国連邦議会へ要請⽂と報告書を提出し、⽶国の市⺠団体と協
⼒のもとロビーイングを⾏う. 「辺野古が唯⼀」「実⾏されない
と⽇⽶同盟に影響を与える」という主張へ反論の提⽰.

軟弱地盤の問題と環境破壊の問題を連邦議会軍事委員会で議論さ
せる. 国防権限法で検証を求める条項を⼊れさせる.

基地建設が可能か、可能でも完成は2030年代︖

このような基地が戦略的
に位置付けできるのか︖

普天間基地の危険性は
放置され続ける.

地盤改良は辺野古・⼤浦湾
の環境を破壊する.

Asia Times



Okinawa Environmental Justice Projectの活動について

Okinawa Environmental Justice Projectブログ（⽇英）
http://okinawaejp.blogspot.com/
要請⽂書、報告書、記事

Facebook (⽇英）
https://www.facebook.com/OkinawaEJP

論⽂／論考
「ジュゴン訴訟――15年の経緯と今後の展望」

『環境と公害』2018年10⽉号
「やんばるの森の世界⾃然遺産登録と⽶軍北部訓練場
-市⺠社会から国際機関への働きかけの経緯 」

『環境と公害』2022年4⽉号

Asia-Pacific Journal: Japan Focus （英語）
https://apjjf.org/-Hideki-YOSHIKAWA   

Asia Times
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Add Environmental Realism
to these precious words! 

ありがとうございました!


